
２．機械式地中接合工法（Ａ-ＤＫＴ工法） 

 同径シールド機同士が長距離掘進後に高水圧下で機械式地中接合を行うために、従来のＤＫＴ工法を改良したＡ-ＤＫＴ工法を開発しました。 

東京湾央部海面下 57ｍで、お互いに 9km ずつ掘進してきたシールド機を接合させるという過酷な条件下において、シールド機に装備した止水チューブのみで完全な止水を行うことができ

ました。また、お互いのシールド機が 50ｍまで近づいた時点行った相対位置探査工は、アクアライン等で行ったＲＩ+磁気センサーによる間接探査方法をＲＩ探査エリアを広く取れない小

口径シールド機に対応するため、磁気センサーのみでも位置検知が可能なシステムとしました。また、水平ボーリング機はなにわ共同溝工事で採用した小口径推進機に改良を加え、小口径

対応型の水平ボーリングシステムか開発し、適用しました。その結果、数ミリの誤差で接合することが、できました。 




